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検討委員会名簿 

 
所  属 役職 委 員 名 

弘前大学 北日本新エネルギー研究所 学長特別補佐 南條 宏肇 

弘前大学 北日本新エネルギー研究所 教授 村岡 洋文 

下北建設業協会  副理事長 熊谷 國治 

協同組合むつ管工事協会 理事長 中道 政利 

薬研温泉旅館組合 組合長 古畑 一雄 

湯野川地区 地区長 中村 巧三 

むつ市総務政策部企画調整課 課長 高橋 聖 

むつ市川内庁舎産業建設課 課長 山下 謙一 

むつ市大畑庁舎産業建設課 総括主幹 舘 健二 

オブザーバー   

青森県エネルギー総合対策局 

エネルギー開発振興課 
総括主幹 田口 晋 
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むつ市温泉熱利用ポテンシャル調査事業 

－ 第一回検討委員会 議事録- 
 

平成 22年 10月 18日（金） 
むつ市役所 第三会議室 

13時 30分～15時 00分 
 

議事次第 

１．開会 
２．あいさつ 
３．委員紹介 
４．調査概要の説明 
５．調査手法の説明 
６．意見交換  
７．その他 
８．閉会 
 

出席者 

 委員 

国立大学法人弘前大学 北日本新エネルギー研究所 南條宏肇 学長特別補佐 
  国立大学法人弘前大学 北日本新エネルギー研究所 村岡洋文 教授 
  下北建設業協会 熊谷國治 副理事長 
薬研温泉旅館組合 古畑一雄 組合長 
湯野川地区 中村巧三 地区長 
むつ市総務政策部企画調整課 高橋聖 課長 
むつ市大畑庁舎産業建設課 舘健二 総括主幹 
オブザーバー 

事務局 

 

主な確認事項 

・ 本検討委員会では、調査結果を地域の活性化に結び付けることを目標とする。 
・ 調査検討の流れ・調査工程について確認した。 
・ ポテンシャル調査手法・とりまとめ方法について確認した。 
・ 実証調査については、むつ市の需要に応じた利活用を検討し、より具体的な実証調査とな

るよう再検討する。 
 
 
 
 



 5 

 

 
 

 



 6 

委員会における主なやりとり 

1. 開会 
2. あいさつ  
3. 委員の紹介 

 
委員：青森県は温泉熱ポテンシャルが非常に高いため、今回の調査実施に適していると考え

る。 
現在、総務省の「緑の分権改革」において、各地でクリーンエネルギーの利用について

同様な検討が進められている。本検討委員会においても、温泉熱の利活用及び地域活性

化に向けた検討を行っていきたい。 
なお、温泉熱や地中熱は安定したエネルギーであるため世界的に利用されているが、日

本は世界に対して遅れをとっている。このような状況を踏まえ、北日本新エネルギー研

究所では、地中熱を重要な部門と位置づけ力を注いでいる。 
 
4. 調査概要の説明 
説明者：事務局 

 
5. 調査手法の説明 
説明者：事務局 

 
6. 意見交換 
委員：温泉熱が 90 度以上であれば、地熱発電に利用できる可能性がある。奥薬研温泉は様々

な場所から温泉が湧出しているため最もポテンシャルを有すると考えられるが、最高温

度は 90度程度か？ 

委員：90度以上はなく、平均的には 60～70度程度である。 

事務局：現地おける測定では 40～60度程度であった。源泉は岩盤の割れ目から湧出しており、
割れ目に堆積する砂で測定したところ、上流側では若干温度が高くなっていた。 

委員：湯野川温泉は、むつ市の施設である濃々園と地元の施設で利用されているが、源泉か

らの排湯がある。また、温泉街の駐車場では、温泉熱により融雪する状況となっており、

排湯利用可能な地区と考える。なお、井戸を掘削すると、湯量が多いため自噴する可能

性があると考える。 

委員：むつ市のポテンシャルが高いことは理解できたが、薬研温泉、奥薬研温泉、湯野川の

３箇所を実証調査の場所に選定した理由は何か？ 

委員：選定した３箇所は温泉旅館があり、今後事業展開していく中で、温泉、民家、産業が

一体として検討できると考えた。 

委員：奥薬研温泉における実証調査について、老人福祉センターなどの屋根への融雪を考え

た場合、温質によっては腐食など様々な問題が発生すると考えられる。熱交換により沢
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水を温め、それを利用した融雪の方が屋根へのダメージは少ないのではないか？ 

委員：恐山温泉などは酸性の温泉水のため腐食の可能性があるが、今回選定した３箇所につ

いては、中性からアルカリ性のため建築物への影響は少ないと考える。 

事務局：温泉水の泉質は、ポテンシャル調査の中で確認する。 

委員：温泉水の泉質は、スケール等の影響を検討する際に重要である。 

委員：奥薬研温泉では、以前屋根の融雪をやっていた。トタンが腐食した記憶はないが、温

泉水が冷却し、屋根が氷で埋め尽くされた記憶がある。 

委員：源泉の温度は、温泉としては若干高いが、どのような方法で冷却し、利用しているの

か？ 

委員：薬研温泉は、源泉から各温泉に配湯するまで距離があるため自然冷却される。一方、

奥薬研温泉の「夫婦かっぱの湯」は循環方式で温度を下げ、「元祖かっぱの湯」や「隠

れかっぱの湯」は現状では管理されていない。 

委員：湯野川温泉のガラスハウスは、現在使用されているのか？ 

事務局：ガラスハウスの配管が故障して以来、利用されていないとのことである。なお、

「たらの芽」などの栽培が行われていたと聞いている。 

委員：地域の産業を考慮すると、温泉熱の農業への利用は重要なキーワードなると考える。 

事務局：ガラスハウスに温泉水を供給していた源泉は、現在むつ市の施設である濃々園で利

用されており、源泉の湯量が豊富なため供給量を抑制する措置がとられている。 

委員：ポテンシャル調査や実証調査の実施には、本来１～２年程度の期間を要するが、本調

査ではそれを半年で行おうとしている。本会議において、実証調査の内容を確定すると

いう理解でよいか？ 

事務局：資料に示しているとおり、薬研温泉では「源泉から越流した湯」、奥薬研温泉では

「浴槽から越流した湯」、湯野川では「源泉の余剰熱」を利用した実証試験を考えてい

る。 

委員：本調査は「緑の分権改革」の一環であるため、実証調査を熱の利用調査だけに留めず、

住民が今後活用したくなるような施設を念頭において実施すべきである。 
例えば、化石燃料に比べてコスト面や環境面で有利な温泉熱を利用した暖房施設などは、

住民の理解を得やすいと考える。なお、地域のニーズの把握は、アンケート調査などが

効率的と考える。 

委員：黒石市では、地中熱を利用したビニルハウスなどがある。湯野川地区において、ガラ

スハウスの利用を考慮した場合、実証用のビニルハウスの作成などが考えられる。 

事務局：古畑旅館の前に広場があったと記憶している。そこを利用することは可能か？ 

委員：広場は個人所有であるが、必要であれば利用の可能性について確認することができる。 

事務局：現在地域の方々にアンケートを行っているが、そのアンケートにより地域のニーズ

を把握し、地域活性化につながる実証調査を検討したいと考える。なお、施設の設置に
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土地などが必要な場合は、地域の方々の協力を得たい。 

委員：今回提示頂いた資料によると、むつ市の温泉熱は十分な利用がなされていない状況で

ある。実証調査が地域の活性化につながることを期待する。 

委員：薬研温泉で考えられている熱交換器を利用した実証調査の利活用が明確でない。通常

の温泉であれば、上がり湯は水道水を温めて利用する。例えば、上がり湯の温めに温泉

熱を利用してはどうか？ 

委員：薬研温泉の上がり湯は源泉を利用し、温めは行っていない。配湯される間に温度が 46
度程度となるため、冬場はそのまま利用し、夏場は水との混合で調整を行っている。 

委員：薬研温泉の温泉水は、上がり湯にそのまま利用できる水質を考えてよいか？ 

事務局：pH7程度の中性の水質であり、スケールも溜まりにくいと考える。 

委員：水質を考慮すると実証試験においては、熱交換を行わずビニルハウスなどでの直接利

用が妥当と考える。 

事務局：温熱を利用したビニルハウスでの栽培では、温泉熱が野菜等に直接あたると、傷め

る原因となることが言われている。栽培する野菜等に合わせ、直接利用を行うべきなの

か、または、温泉熱を地中に這わせるべきなのか等を検討する。 

委員：本委員会の意見を受けて、地域に応じた実証調査を提案頂きたい。 

オブ：他の地域では、温泉熱で「すっぽん」や「ティラピア」などを飼育した例がある。む

つ市でも同様に、温泉熱を利用した魚の養殖等は考えられないか？ 

委員：「サケ」や「ます」の温泉熱を利用した養殖では、成長が早くなることが指摘されて

いる。成長の促進はえさ代がかさむなどの弊害もあり、慎重な検討が必要である。 

オブ：むつ市の需要に応じた利活用を検討し、より具体的な農業・漁業の利用を考えた実証

調査を実施することを期待する。 

委員：温泉熱を農業や漁業等への活用することがむつ市にとって良いと考える。地域活性化

にむけた実証調査手法の検討を期待する。 
 
7. その他 
 第二回会議の予定 

日時：平成 22年 12月 16日（木） 13:00～  
場所：むつ市役所 
議題：各種調査結果の報告 

実証調査の中間報告 
その他 
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むつ市温泉熱利用ポテンシャル調査事業 

－ 第二回検討委員会 議事録- 
 

平成 22年 12月 16日（金） 
プラザホテルむつ プラザホール 

13時 30分～15時 00分 
議事次第 

１．開会 
２．あいさつ 
３．調査状況の報告 
（１）温泉熱ポテンシャル調査結果 
（２）実証調査状況 
（３）温泉熱の利用事例 
（４）温泉熱利用の方向性 

４．意見交換  
５．閉会 
 

出席者 

 委員 

  下北建設業協会 熊谷國治 副理事長 
協同組合むつ菅工事協会 中道正利 理事長 
薬研温泉旅館組合 古畑一雄 組合長 
湯野川地区 中村巧三 地区長 
むつ市総務政策部企画調整課 高橋聖 課長 
むつ市川内庁舎産業建設課 山下謙一 課長 
むつ市大畑庁舎産業建設課 舘健二 総括主幹 
オブザーバー 

事務局 

 

主な確認事項 

・ ポテンシャルが小さいため、むつ市の温泉熱エネルギーは、ボイラーを利用した給湯シス

テムを、温泉熱を利用したシステムに変更するなど、現状システムの補完に利用する。 
・ 「緑の分権改革」の一環であることを念頭において、むつ市の活性化につなげるため、ハ

イブリットでの利用も候補の一つにあげ、今後の方向性を検討する。 
・ 湯野川の実証調査は、ビニルハウスから融雪システムに変更する。 

 
 
 
 



 11 

 



 12 

委員会における主なやりとり 

1. 開会 
2. あいさつ  
委員：  
南條委員長が天候の影響により不参加となったため、委員長から第二回委員会の委員長代

理を任命された。 
本日は、一部始まった実証調査の報告があるとともに、温泉熱利用の方向性を決める重要

な会議である。委員の皆様の忌憚のない意見を期待する。 
 
3. 調査状況の報告 
（３） 温泉熱ポテンシャル調査結果 
（４） 実証調査状況 
（５） 温泉熱の利用事例 
（６） 温泉熱利用の方向性 

説明者：事務局 
 
 質疑・応答 

委員：薬研温泉のポテンシャルが湯温や流量に対し多い気がするが、本当にあっているか？  
事務局：本資料におけるポテンシャルは、薬研温泉に存在する全ての源泉の総ポテンシャル

を表記しており、記載に誤りはない。 
委員：アンケート結果では、「ほとんどの施設で融雪システムの導入が行われていない。」

となっているが、雪かき等の除雪作業も行われていないのか？ 
事務局：除雪作業の実施については確認していないが、おそらく人力による除雪が実施され

ていると考える。除雪対策については今後の課題と認識している。 
委員：湯野川にあるガラスハウスは現在利用されているのか？  
委員：現在は利用されていない。 

 
4. 意見交換 
委員：むつ市においては、温泉熱を農業に利用することが、最も有効性があると考える。地

域的な制限などにより、むつ市での利用が難しいのか？ 

委員：ポテンシャルが少ないため、温泉熱を農業に利用することは難しいと考える。現在利

用されているものを補完するような利用方法が現実的と考える。例えば、給湯の温度を

上昇させるために現在はボイラーが利用されているが、温泉熱を利用したシステムに変

更することなどが考えられる。また、既に利用が行われているビニルハウス内の温度を

上昇させる手段として、温泉熱を利用することなどが考えられる。 

委員：資料-4 で青森県の温泉熱を利用したハウス栽培の事例が紹介されているが、むつ市に
おいて同様の栽培ができないか？  

委員：青森県の農業試験所で行っている温泉熱を利用したハウス栽培は、現在実証中のもの
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であり、採算がとれていないのが現状である。このような状況を踏まえると、先に述べ

たとおり灯油等で温度を上げている給湯等を、温泉熱を利用したシステムに変更するこ

とが現実的と考える。 

委員：薬研温泉は、給湯にボイラーを利用していないと認識しているが、現状を教えてほし

い。 

委員：薬研温泉は源泉を各施設に配管する間に適温になるため、ボイラー等の利用はない。

また、泉質が良いためスケール等は発生しない状況となっている。 

委員：青森県では、地中熱を利用した調査も行っており、現状のヒートポンプを改良するこ

とで十分な利用が見込める可能性があることが確認でききた。このように、地域に眠る

エネルギーを活用し、少しでも地域の活性化につながればと考えている。 

委員：温泉地であれば、地中熱のポテンシャルも期待できると考えるが、安価にシステムを

構築することを考えると、温泉熱を直接利用することを検討する必要があると考える。 

委員：調査結果では、温泉熱にばらつきがあるようであるが、利用は可能なのか？  

委員：温泉熱を利用する場合は、温度差を確保できれば良いため、高い温度の温泉も低い温

度の温泉も利用可能である。 

委員：温泉熱を利用して何かに役立てたいのは理解できるが、最終的にどのような利用を想

定しているか明確でない。 

委員：地域や個人への還元を考えている。今回の業務を期に、様々な技術が地域に導入され、

技術が継承されれば地域の活性化が見込めると考えている。 

委員：個人でシステムを構築しなくてはいけないのか？ 補助金等を行政から受けられると

考えて良いのか？  

委員：個人ですべてを構築してくださいとは言っていない。今回の業務を期に地域が活性化

し、最終的に個人の利益につながるようなシステム作りをすることが今後の課題と考え

ている。 

委員：例えば、温泉熱を利用した融雪システムを構築し、それによりアクセスがしやすく清

潔な温泉街となれば、観光客が増加するとともに、地域の活性化にもつながると考える。

このようなシステム作りを考えている。 

委員：恐山の温泉熱を利用することはできないのか？ 

委員：恐山は霊場であり、温泉熱を利用することは難しいと聞いている。 

委員：青森新幹線が 12月 4日に開通した。新幹線をアピールポイントの一つして利用するこ
とはできないのか？ 

委員：青森新幹線の開通で活性化しているのは、JR 東日本と契約している宿等だけであり、
地域全体での活性化には至っていない。 

委員：ポテンシャルが非常に小さいものの、利用方法の方向性が今回の資料で示された。ま

た、意見交換の中で、現状のシステムを補完するような利用方法が妥当であるという方
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向性が見えてきた。CO2の低減等を踏まえ、今後の展開を更に検討する必要があると考

えるが、事務局の考えを聞かせていただきたい。 

事務局：本事業は、「緑の分権改革」の一環で進められているため、その理念にしたがった

展開が必要と考えている。技術的な面だけでなく、どのように展開すればむつ市全体が

元気になるかを考え、今後の方向性を示したいと考えている。 

委員：むつ市の温泉熱ポテンシャルは小さいことが把握された。今後は、木質バイオマス等

とのハイブリットなどを念頭において検討を行い、次のステップに進んで頂きたい。今

後の検討に期待する。 

事務局：当初の予定では、温泉熱の利用方法について地域の皆様と勉強会を行う予定であっ

た。しかし、ポテンシャルが小さいため、利用方法の勉強会を行うことが有効と考えら

れない。そこで、省エネによる温暖化対策として管工事業者向けに熱量計測等の勉強会

を行うことを考えている。 

委員：現状のポテンシャルと地域の需要のバランスを考えた勉強会を行うことは問題ない。 

事務局：拝承。 

委員：湯野川温泉では、温泉熱が地表部まで達している場所で、雪が解けている状況がある。

しかし、坂道やすり鉢状の場所では雪が解けず、地域の住民は非常に困っている。 

委員：今の意見のように地域に応じた課題があり、その問題の解決に努めることが今回の業

務の趣旨である。このような意見を多く集めてほしい。 

事務局：現在、湯野川温泉ではビニルハウスによる実証調査を考えているが、融雪の実証調

査に切り替えたいと考える。 

委員：地域の課題を洗い出し、それについて解決することが重要と考えるため、融雪の実証

調査に切り替える方向性で良い。 

事務局：ビニルハウスによる実証調査を、融雪の実証調査に切り替える方向で調整する。な

お、地域の活性化のため、本委員会の議論を踏まえ、ハイブリット型での利用等につい

ても検討を開始する。 

委員：今回の資料には、排湯の利用が検討されていなかったため、これらの利用についても

検討を行ってほしい。 

事務局：拝承。 
 
5. その他 
 第三回会議の予定：南條委員長、村岡委員等の予定を確認し、3月上旬を目処に実施。 
議題：最適システムの選定 

事業実施報告書の作成 
その他 
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むつ市温泉熱利用ポテンシャル調査事業 

－ 第三回検討委員会 議事録- 
 

平成 23年 2月 26日（土） 
むつ市役所 会議室      

13時 30分～15時 30分 
議事次第 

１．開会 
２．あいさつ 
３．調査状況の報告 
（１）温泉熱ポテンシャル調査結果 
（２）実証調査状況 
（３）むつ市の温泉熱等利用について 

４．意見交換  
５．閉会 
 

出席者 

 委員 

  下北建設業協会 熊谷國治 副理事長 
協同組合むつ菅工事協会 中道正利 理事長 
薬研温泉旅館組合 古畑一雄 組合長 
湯野川地区 中村巧三 地区長 
むつ市総務政策部企画調整課 高橋聖 課長 
むつ市川内庁舎産業建設課 山下謙一 課長 
むつ市大畑庁舎産業建設課 舘健二 総括主幹 
オブザーバー 

事務局 

 

主な確認事項 

・ 本調査で把握できたポテンシャルに加え、地熱等その他存在するポテンシャルを記載する。 
・ 地元のニーズを把握し、地域の方々がすぐに取り組める具体的なメニューを、温泉熱利用

の種として記載する。 
・ 「緑の分権改革」の一環であることを念頭において、むつ市の活性化につなげるためこれ

までの検討した結果をとりまとめる。 
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委員会における主なやりとり 

1. 開会 
2. あいさつ  
3. 調査状況の報告 
(1)むつ市の温泉熱ポテンシャル 

    説明者：事務局 
 
質疑・応答 

委員：ポテンシャルの算出方法は？  
事務局：現在湧出している量及び温度を現地にて測定し、その結果から算出した。 
委員：温泉の利権が問題となっている事例があるため、温泉排湯がポテンシャル量として期

待されている場所もある。今回は排湯のポテンシャルを把握したのか？ 
事務局：むつ市においては、排湯を直接利用するこが難しいと判断したため、直接利用が可

能な温泉についてのポテンシャルを算出することとした。 
委員：青森県では 1999 年に県全体で 48 ヶ所の地中熱調査が実施された。その際、むつ市に

はもう少しポテンシャルがあったと記憶している。 
事務局：地元の方と話す機会があったが、今回の調査では全てを網羅しきれていないことが

確認できた。したがって、実際のポテンシャルとしてはもう少しある可能性もあるが、

本報告では調査できた範囲で説明させて頂いている。 
 
(2)実証調査結果 

    説明者：事務局 
 
質疑・応答 

委員：湯野川温泉で融雪実験ができなかった場所は、現在雪がなくなっている状況である。 
事務局：今後実証調査を実施する予定であるが、再度状況を確認する。 
委員：薬研温泉や湯野川温泉のシステムについて詳細な説明を行ってほしい。 
事務局：システムの説明 
委員：今回の実証調査は、温めた温水を何に使うことを想定しているのか？ 養殖等を想定

しているのか？ 
委員：様々なシステムを想定しての試算と理解頂きたい。 
委員：湯野川温泉で融雪の実証調査ができなかったのは、県道かそれとも市道か？ 
事務局：市道である。 

警察等と協議を重ねたが、安全上の観点から難しいとの結論に達した。また、許可にも

4週間程度要するということも断念した理由の一つである。 
なお、市の駐車場を利用するとの選択肢もあったが、同様に安全上の観点から実施を断

念した。 
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(3)むつ市の温泉熱等利用について 

説明者：事務局（パシフィックコンサルタンツ株式会社 佐藤） 
 

質疑・応答 

委員：湯野川温泉のガラスハウスの利用について試算が行われているが、直接利用において

も 170万円の費用を要するのか？ 
委員：配管等が壊れているということを聞いているため、その分の改修コストを費用に見込

んだ。 
委員：本日恐山に観光に行った際、閉鎖されていた。なぜなのか？  
委員：恐山の除雪には膨大な経費を要するため閉鎖している。また、境内は地熱の影響で雪

が融けているが、非常にぬかるんでおり観光することはできない。なお、恐山はあくま

での宗教施設であり、観光地ではないことは理解頂きたい。 
委員：今回の調査の中で、一番希望が持てる施設はガラスハウスと考えてよいか？ 
委員：産業振興という観点で、実際に展開できる可能性があるものは、湯野川温泉のハウス

栽培と考えた。 
委員：湯野川温泉のガラスハウスでは何を栽培していたのか？ 
委員：トマトが栽培されており、当初は”ほうれんそう”や”タラの芽”の栽培も行われていた。

土壌改良なども必要であるが、”タラの芽”を共同で栽培し、かなりの収益をあげたと聞
いている。 

委員：地中熱によるハウス栽培の検証も行っているが、栽培する種により条件が異なり、イ

チゴは土壌を温めるだけでよいので効率がよいと聞いている。 
どういう植物を栽培するのか？ 暖房、冷房なのか？ 等でランニングコストが全く異

なる。実際にやるのであれば、むつ市の特性を行かして、何が有利か検証する必要があ

る。 
夏に南の方できないものを栽培するなどして、価値を生むなど検討が必要である。 

事務局：収益を上げるためには、売れるものが何か検討が必要であるとともに、どのような

技術を、どのように利用するか検討する必要がある。 
午前中に地元の管工事組合の方を集めて勉強会を行ったが、このような方々が集まり、

新たな産業をおこせればと考えている。 
委員：本委員会では、温泉熱等の利用の方向性を決めることが重要である。 

 
 
4. 意見交換 
委員：一般的に再生可能エネルギーは、安定的に利用できるわけではないためリスクマネー

ジメントが必要である。地熱だと比較的安定的であるが、融資の問題や需要の問題もあ

り、市場価格も暴落するようなこともありえる。 
特にむつ市と限定した場合、熱利用の観点で有利なものは何か？ 

委員：むつ市は一つ一つの源泉の湯量が少なく、市内に点在しているため、面的な展開が必

要と考える。イチゴなどでは 1年で回収できそうなためメリットがあり、タラの芽も高
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く売れるのであれば可能性がある。 
今後、燃料コストが高騰しそうな中で、自然湧出している温泉が利用できるのであれば、

むつ市としてメリットがあると考える。 
委員：面的な展開と発言されたが、点で野菜等へ利用する場合においては、40℃以上の温度

がなくてもヒートポンプ等により問題なく利用できる。また、むつ市は掘削により、そ

れなりの熱量が採取できると考える。 
委員：県の文献等を調査しているところであるが、地熱の促進調査のデータをみる限り、風

間浦村では 229℃の温泉が出ている。また、むつ市は自然湧出泉が多く、どこを掘って
もある程度のポテンシャルが期待できると考えられる。 

委員：掘削による温度回収を考えた場合、どの程度の規模が必要なのか？  
委員：1,000m程度の掘削が必要な場合もあるし、もっと浅いところでも出る可能性もある。 
事務局：海沿いにおいても、ある程度の温度を回収可能なのか？ 

本資料では、農業利用の方向性を示したが、養殖による稚魚の育成にも温泉熱が利用で

きると考えている。また、畜産業においても、卵の孵化事業等で熱需要がある。 
委員：地下水流動という観点では、山間部は地下水の涵養域であり、海岸部は温地下水の湧

出域であり、温度も上がる場所である。したがって、海岸部の方が熱回収という観点で

は有利である。ただし、塩分が多い可能性という問題がある 
委員：稚魚の育成について研究していた方がいたが、地中熱だと温度が低いが温泉熱だと効

果があると考えていた。 
事務局：調べた結果では、20℃くらいの温度が必要と聞いている。 
委員：むつ市でのかつて、12～13℃の地下水を汲み上げ利用していた実績がある。しかし、

一度爆気する必要があるとともに、温度が高すぎて稚魚が成育しすぎるという問題が生

じた。また、2 月の渇水期に他に影響を与えてはいけなかったため、非常に大変な思い
をした記憶がある。 

委員：ポテンシャルという観点から考えると、ポテンシャルが存在するという認識でよい。 
委員：ポテンシャルとしては存在すると考えられるが、国定公園内などにあたるため、開発

についてはかなり制限されるのが現状である。 
委員：大鰐温泉なども権利上の問題等も厳しいと聞いている。但し、ポテンシャルとして存

在する可能性があることは報告書に記載してほしい。 
委員：これまでの議論からすると、温泉熱の利活用については様々な可能性が眠っていると

考える。 
委員：仮に温度が低くても、利用方法により野菜などに使える可能性もあるため検討が必要

である。 
委員：農業に利用するにあたっても市場で対抗できるコストである必要がある。 
委員：大間町に非常に高価な高山植物があり、盗掘されていると聞いた。 

ヒートポンプを用いることで冷やすということも可能であるため、むつ市の気候を利用

し、夏に安いランニングコストで栽培できる可能性がある。 
稚魚も、温度が高すぎるというのは技術的にはクリアできそうである。 
経済性、採算性の問題もあるため、ニーズや資金等も含めて今後の検討が必要である。 
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委員：今回の報告で方向性は確認できたが、もう少し具体的なメニューが見えた方がよいと

考える。夏野菜やイチゴ、稚魚のことなども検討項目として入れてほしい。 
委員：同様にメニューが少ないと感じる。農業だけでなく、融雪や稚魚等の話を盛り込み、

お金が具体的に回っていくイメージを示してほしい。 
事務局：まずは 1 次産業との連携が必要と考えたため、一つのアプローチとして農業を挙げ

た。今回議論頂いた、水産業等の話も入れ、それらが観光とつながり地域の活性化につ

ながるような示し方を考える。 
委員：市町村のニーズをもう少し具体化する必要がある。 
委員：地元のニーズを把握し、やる気のある方々により地域が活性化するように横から支援

できるような仕組みを考えて頂きたい。 
委員：市としても地元のニーズを把握し、市全体で緑の分権の取り組みが積極的に伝わるよ

う努力している。むつ工業高校も興味を持たれ、積極的な活動を行っている。 
時間はかかると考えるが、「熱を使った融雪に温泉熱が使えますよ」などを示し、地元

の活性化につなげていきたい。 
委員：今回のような自然を相手にした活動には、様々な人が集まり、多様な意見を取り入れ

ることで、種となることを膨らますことが重要である。 
事務局：様々な情報を収集しているので、種となることを意識して取りまとめる。 
委員：全ての温泉がメンテナンスフリーで活用できるのか？   
事務局：温泉により泉質が異なるため、全ての温泉がメンテナンスフリーではない。但し、

今回実証調査で選んだ 3ヶ所は概ねメンテナンスフリーである。 
委員：港では冷却という需要があると聞いているため、それについても記載してほしい。 
委員：最終報告においては、青森県とも確認を行いながら行うこと。また、提言も行ってほ

しい。 
委員：むつ市の財政状況をみると、除雪費用がかさんでいるため融雪の需要もある。直接散

水が難しいのであれば、配管を敷設するなども方法もある。 
委員：大鰐温泉では排湯を利用した融雪を行っており、低コストとなっている。 
委員：排湯利用による融雪の検討は行っているのか？ 
事務局：排湯利用を利用した融雪があることは理解しているが、緑の分権改革の本来の趣旨

が、地域経済の発展や雇用促進であるため、主な検討からはずした。 
委員：大規模な範囲で融雪は難しいと考えるが、駐車場程度の融雪なら可能と考えるため、

検討の中に入れてほしい。 
委員：温泉熱の利用方法の一つして記載をお願いしたい。また、温泉熱だけでなく、ハイブ

リッドの検討も引き続きお願いしたい。 
委員：湯野川温泉では、ビニルハウスがあるため、温泉熱を利用した検討を引き続きお願い

したい。そしてそれにより地域が活性化することを望む。 
委員：地域で栽培した作物を売りにして活性化を行いたいが、国定公園のため取り組みが難

しい現状がある。 
委員：緑の文献の主旨と地域の需要等を勘案してとりまとめを行ってほしい。 
5. 閉会 
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むつ市温泉熱利用ポテンシャル調査事業 

－ 熱利用に関する講習会 議事録- 
 

平成 23年 2月 26日（土） 
むつパークホテル 会議室 

10時 00分～12時 00分 
 

議事次第 

１．開会 
２．あいさつ 
３．講習会 
４．意見交換  
５．閉会 
 

出席者 

 16 名 

 うち 1人（むつ市役所） 
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講習会における主なやりとり 

1. 開会 
2. あいさつ 
3. 講習会 
4. 意見交換 

 
参加者：補助金は既設のものにも利用可能なのか？ 
事務局：改修や新設のものには、利用可能であるが、基本的には既設のものにはできない。 

参加者：新設の場合は、100％利用できるか？ 
事務局：新設の場合でも状況に応じて補助の額が異なり、必ず 100％補助されるというもの

ではない。 
参加者：温度は高い方が、エネルギーを改修するには有利か？ 
事務局：温度は高い方が良く、また、温度伝達がよい場所の方が、温度を回収してもすぐに

回復するためよい条件となる。しかし、最終的にはランニングコストで回収できる

ようなシステムとなっていればとよいと考える。 

参加者：違う場所で確認を行った時は、月 2万位、コストを減らすことができた。 
参加者：仮にビニルハウス等でビジネスを行ったとして、どの程度の儲けがでるのか？ 
参加者：2500万円/年くらいの売り上げをあげたような事例もある。 

事務局：青森のある会社は、既にビジネスモデルを構築している。そこへの、ヒアリング等

も考えられる。 
参加者：仮にビジネスを始める場合、お金を借りる必要があるが、青森県の信用金庫が援助

等を行ったことがあるのか？ 
参加者：実は、むつ市にある金融機関はそのような知識を持っていないため、まずそこへの

講習会も必要なのかもしれない。 

事務局：いずれにせよ、市全体として動けるように、啓蒙活動が必要である。そのために、

本日参加していただいている方々がその中心にいてほしい。 
事務局：ゴミからガスを回収し、熱に変えるようなものもある。 

参加者：どのようなものでもよいのか？ 
事務局：ゴミの種類が把握できていれば、可能性がある。 
 

5. 閉会 

 
事務局：今回参加頂いた方々が例えば、グリーン証書のやりとりを行う代理店になるという

ことも考えられる。きっかけは何でもよいが、協会で力を合わせれば、次のステッ

プに進むことができると考える。 
むつ市：現在、むつ工業高校にはエネルギー課が作られた。時代は省エネルギーに向ってお

り、彼らの受け皿も必要である。そのためにも、少しずつでよいので、活動を進め

て言ってほしい。 
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参考資料 3 ポテンシャル調査 
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■アンケート調査 
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■ポテンシャル算定、利用可能量算定 
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■ ポテンシャル調査 

１）流量調査 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 3.24 2.80 3.85 2.70 2.23 2.93
秒 2.02 2.45 2.90 1.74 1.62 2.09

確認 1.60 1.14 1.33 1.55 1.38 -
L 0.80 1.15 1.40 1.25 1.20 1.25
秒 3.37 5.45 6.53 5.59 5.75 5.91

確認 0.24 0.21 0.21 0.22 0.21 -
L 2.23 2.10 3.00 2.33 2.50 2.58
秒 1.84 1.96 2.46 1.88 2.23 2.18

確認 1.21 1.07 1.22 1.24 1.12 -
L
秒 3.53 3.12 2.87 2.86 2.96 2.98

平均断面
（cm2）

71.5 cm2 98.5 cm2 57.5 cm2

合流後

第二断面
（cm）

第三断面
（ｃｍ）

第一断面
（cm）

78

断面流速
法

調査日

2010/10/21 15:00

2010/10/21 14:50

2010/10/21 15:20

2010/10/21 16:10

備考

容積法

容積法

3回 4回 5回

84.2

薬研温泉　源泉 単位 1回 2回

容積法

2号泉周辺の流下

1号泉

2号泉

未使用の源泉

断面計測

12.7

71.0

14.0

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 3.10 2.00 2.20 3.00 2.43
秒 5.33 3.49 3.79 4.98 4.20

確認 0.58 0.57 0.58 0.60 -
L
秒

確認
噴出し

奥薬研温泉 単位 1回 3回 4回 5回

かっぱの湯

2回 調査日 備考

2010/10/22 15:4034.7
容積法

入浴客のた
め4回まで

測定不可

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

合流前 秒 1.25 1.15 1.30 1.41 1.34 1.30 100.00 259.1 2010/10/22 12:30
秒 1.43 1.52 1.78 1.71 1.78 1.67 500.6

流速 42 43 45 46 49 44.67 466.8
源泉 224.6

平均断面
（cm2）

5.5 4.5 0 5.5 3.5 3 4.5 4 3.5

159.5 cm2 155 cm2 208 cm2

断面流速法（浮子法）
断面流速法（浮子法）
断面流速法（流速計）

-

80

174.2

52

合流前
30

26
2 56.0

合流後 2010/10/22 12:40

44 40

第一断面
（cm）

- -

第二断面
（cm）

第三断面
（ｃｍ）

合流後

備考湯野川　源泉 単位 1回 2回 調査日3回 4回 5回
測定長
（ｃｍ）

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 1.00 1.10 0.75 0.96 0.85 0.94
秒 3.20 3.64 2.56 3.24 3.06 3.15

確認 0.31 0.30 0.29 0.30 0.28 -
17.9 容積法

調査日 備考

2010/10/28 15:50

3回 4回 5回

あすなろ荘×2

2回薬研温泉 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 1.90 1.40 1.30 1.75 1.20 1.42
秒 3.29 3.16 2.69 3.76 2.60 3.02

確認 0.58 0.44 0.48 0.47 0.46 -

薬研温泉 単位 1回 3回 4回 5回

古畑千鶴佳

2回 調査日 備考

2010/10/29 10:1028.2 容積法
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平均 流量
（中の３つ） L/min

L 3.65 2.70 3.80 2.40 2.20 2.43
秒 3.26 2.25 2.94 1.87 1.78 1.97

確認 1.12 1.20 1.29 1.28 1.24 -
74.2 容積法

調査日 備考

2010/10/29 10:40

3回 4回 5回

古畑旅館

2回薬研温泉 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 1.20 0.90 0.85 0.95 1.00 0.90
秒 7.06 5.28 5.39 6.10 6.60 5.59

確認 0.17 0.17 0.16 0.16 0.15 -
L 0.85 0.48 0.75 0.75 0.78 0.76
秒 5.51 3.27 4.90 5.08 5.27 5.08

確認 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 -
薬研荘（女湯）

薬研温泉 単位 1回 3回 4回 5回

薬研荘（男湯）

2回 調査日 備考

2010/10/29 11:10

2010/10/29 11:20

9.7

9.0

容積法

容積法

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 2.37 2.31 2.78 2.15 2.35 2.34
秒 1.75 1.85 1.86 1.44 1.70 1.77

確認 1.35 1.25 1.49 1.49 1.38 -
L 1.50 1.80 1.30 1.40 1.65 1.45
秒 2.37 2.68 2.15 2.43 2.64 2.41

確認 0.63 0.67 0.60 0.58 0.63 -

79.6

36.1

容積法

容積法

調査日 備考

2010/10/29 13:20

2010/10/29 13:30

3回 4回 5回

夫婦かっぱの湯（排水溝）

2回

夫婦かっぱの湯（噴出し口）

奥薬研温泉 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 2.35 2.20 1.71 2.10 2.05 2.12
秒 3.59 3.03 2.81 3.20 3.06 3.10

確認 0.65 0.73 0.61 0.66 0.67 -

奥薬研温泉 単位 1回 3回 4回 5回

隠れかっぱの湯

2回 調査日 備考

2010/10/29 14:1041.0 容積法

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 0.98 1.00 1.00 1.05 1.02 1.02
秒 2.37 2.43 2.78 2.68 2.52 2.63

確認 0.41 0.41 0.36 0.39 0.40 -
23.2 容積法

調査日 備考

2010/10/29 15:00

3回 4回 5回

しゃくなげ荘

2回湯坂 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 1.45 1.43 1.54 1.25 1.40 1.41
秒 2.25 2.19 2.31 1.82 1.95 2.11

確認 0.64 0.65 0.67 0.69 0.72 -
L 1.37 1.55 1.25 1.47 1.36 1.36
秒 2.15 2.36 1.76 2.20 1.99 1.98

確認 0.64 0.66 0.71 0.67 0.68 -
濃々円（女湯）

湯野川温泉 単位 1回 3回 4回 5回

濃々円（男湯）

2回 調査日 備考

2010/10/30 10:05

2010/10/30 10:15

40.1

41.1

容積法

容積法

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 0.55 0.65 0.54 0.60 0.54 0.60
秒 2.96 3.18 2.72 3.29 3.04 3.17

確認 0.19 0.20 0.20 0.18 0.18 -
L 0.50 0.47 0.47 0.62 0.73 0.61
秒 4.21 4.08 4.11 4.24 4.14 4.16

確認 0.12 0.12 0.11 0.15 0.18 -

11.3

8.7

容積法

容積法

調査日 備考

2010/10/30 10:35

2010/10/30 10:45

3回 4回 5回

湯の川観光ホテル（男湯）

2回

湯の川観光ホテル（女湯）

湯野川温泉 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 0.83 0.75 0.80 0.85 0.85 0.83
秒 3.34 3.23 3.18 3.40 3.38 3.32

確認 0.25 0.23 0.25 0.25 0.25 -
L 0.55 0.58 0.58 0.52 0.60 0.59
秒 3.04 3.15 3.11 3.16 3.53 3.26

確認 0.18 0.18 0.19 0.16 0.17 -
岡村旅館（女湯）

湯野川温泉 単位 1回 3回 4回 5回

岡村旅館（男湯）

2回 調査日 備考

2010/10/30 11:15

2010/10/30 11:25

15.1

10.8

容積法

容積法
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平均 流量
（中の３つ） L/min

L 0.45 0.50 0.56 0.55 0.48 0.54
秒 3.35 3.42 3.65 3.59 3.18 3.55

確認 0.13 0.15 0.15 0.15 0.15 -
9.1 容積法

調査日 備考

2010/10/30 13:30

3回 4回 5回

寺島旅館（女湯）

2回湯野川温泉 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 2.10 2.12 2.15 1.75 1.86 2.04
秒 2.88 2.68 2.46 2.24 2.55 2.56

確認 0.73 0.79 0.87 0.78 0.73 -

湯野川温泉 単位 1回 3回 4回 5回

地元共同専用温泉（噴出し口）

2回 調査日 備考

2010/10/30 13:5047.8 容積法

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 2.85 2.80 2.45 2.10 2.55 2.37
秒 0.96 1.04 1.05 1.13 1.10 1.09

確認 2.97 2.69 2.33 1.86 2.32 -

3回 4回 5回 調査日

2010/10/30 14:55

備考

129.9 容積法

単位 1回 2回

スパウッド観光ホテル（合流
後）

湯野川温泉

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 1.55 1.95 1.85 2.06 2.12 2.04
秒 1.05 1.37 1.38 1.77 1.55 1.56

確認 1.48 1.42 1.34 1.16 1.37 -
L 1.25 1.35 1.38 1.20 1.50 1.31
秒 11.88 12.81 13.35 11.29 14.60 12.48

確認 0.11 0.11 0.10 0.11 0.10 -
老人福祉センター（女湯）

奥薬研温泉 単位 1回 3回 4回 5回

老人福祉センター（男湯）

2回 調査日 備考

2010/11/2 8:50

2010/11/2 9:00

78.4

6.3

容積法

容積法

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 1.30 1.20 1.38 1.22 1.35 1.27
秒 2.28 2.05 2.35 2.18 2.34 2.19

確認 0.57 0.59 0.59 0.56 0.58 -
L 0.90 1.55 1.00 1.35 1.95 1.28
秒 2.36 4.13 3.87 4.09 5.63 3.95

確認 0.38 0.38 0.26 0.33 0.35 -

34.7

19.5

容積法

容積法

調査日 備考

2010/11/2 10:15

2010/11/2 10:30

3回 4回 5回

ホテルニュ-薬研（大浴場）

2回

ホテルニュ-薬研（露天風呂）

薬研温泉 単位 1回

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

むつグランドホテル 流速 68 70 67 65 63 67.3 204.8 2010/11/2 14:40

平均断面
（cm2）

3回 4回斗南温泉 単位 1回 2回

-

測定長
（ｃｍ）

第三断面
（ｃｍ）

備考調査日

第二断面
（cm）

5回

断面流速法（流速計）

50.7

第一断面
（cm）

-合流後
Φ250

4

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

L 0.85 0.86 0.90 0.76 0.88 0.88
秒 5.21 5.24 5.90 4.66 5.59 5.57

確認 0.16 0.16 0.15 0.16 0.16 -

薬研温泉 単位 1回 3回 4回 5回

菊末荘

2回 調査日 備考

2010/11/5 14:309.4 容積法

 

平均 流量
（中の３つ） L/min

石神温泉 流速 68 72 70 73 67 69.7 311.4
断面流速法
（流速計）

平均断面
（cm2）

- -
U型側溝

74.5 cm2

2010/11/11 14:40

5回 調査日単位 1回 2回石神温泉

合流後 74.5

第一断面
（cm）

第二断面
（cm）

第三断面
（ｃｍ）

備考3回 4回
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２）調査写真 
薬研温泉（古畑旅館） 薬研温泉（古畑旅館） 

 
薬研温泉（ホテルニュー薬研） 薬研温泉（ホテルニュー薬研） 

  

薬研温泉（ホテルニュー薬研） 薬研温泉（源泉） 

  
奥薬研温泉（かっぱの湯） 奥薬研温泉（源泉） 
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奥薬研温泉（奥薬研レストハウス） 奥薬研温泉（奥薬研レストハウス） 

 

湯野川温泉（源泉） 湯野川温泉（地元共同専用温泉） 

  
湯野川温泉（地元共同専用温泉） 湯野川温泉（地元共同専用温泉） 

  
むつ矢立温泉 むつ矢立温泉 
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斗南温泉（むつグランドホテル） 斗南温泉（むつグランドホテル） 

 

斗南温泉（むつグランドホテル） 石神温泉 

  

ふれあい温泉川内 ふれあい温泉川内 

  
スパウッド観光ホテル スパウッド観光ホテル 
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■許可証 
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■実証調査状況 

薬研温泉 薬研温泉 

 

薬研温泉 薬研温泉 

  
薬研温泉 奥薬研温泉 

  
奥薬研温泉 奥薬研温泉 
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奥薬研温泉 奥薬研温泉 

  

湯野川温泉 湯野川温泉 

  
湯野川温泉 湯野川温泉 

  
湯野川温泉  
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■地中熱のポテンシャル量の試算 

むつ市における温泉熱の利用可能量は小さい。そこで、他のクリーンエネルギーのポテンシャル

量について試算した。むつ市は、温泉地であることから地下水が豊富で、かつ、恐山のような地

温の高い地域を有することから地中熱のポテンシャルについて試算した。 
ここでは、本編で温泉熱利用の検討を行っている湯野川温泉を例に試算した。 
 

(1) 地中と温度とエネルギー 

気温は季節により変化するが、深さ 5m 以深の地中は一年
中 10～15℃でほぼ一定となる。地中熱利用システムは、この
地上と地中の温度差を利用することでエネルギーを得るシス

テムである。 
地中の熱エネルギーはほぼ無尽蔵であるが、単位時間あた

りに地中からどれくらいのエネルギーを取り出すことが可能

であるかは、地域によって異なる。これは、地中の温度や熱

伝導率、地下水の状態等に地域性があり、取り過ぎると地中

が冷えて元に戻るまで時間がかかり、放熱しすぎると地中も

暖まってしまうためである。したがって、利用する場合は、

調査を行い地域特性にあった地中熱の取り出し方を検討する

必要がある（地中熱利用促進協会 HPを参考）。 
本調査では、詳細な調査を行っていないため、既存資料等

から試算した。                  

図-1 地中温度の測定結果例 
(資料：地中熱利用促進協会HP) 

 

(2) むつ市における地中温度 

むつ市においては、図-2に示す
とおり深度 11m程度で地中の温度
が一定となる。また、深度 50m
以深の地下水温度は 11℃程度とな
る。 
現状では調査を行っていないこ

とからこの値を利用した。 

     

            図-2 50m 以深の地下水温度と恒温深度分布 
              (資料：地下水ハンドブック 建設産業調査会) 
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(3) 地下水揚水量 

湯野川周辺は、低位段丘堆積物が堆積していることから地下水が豊富にあると考えられる。そ

こで、地下水を直接汲み上げて熱交換を行う、「水熱源ヒートポンプ」により熱量を回収する方

法による試算を行った。 
湯野川周辺は、不圧帯水層が分布すると仮定し、揚水量を以下の式で算定した。 
 

 
)/ln( 0

2
0

2

rR
hHkQ −= π  

 ここで、Q :揚水量 k :透水係数 H :帯水層厚 0h :井戸内水位  
R :影響範囲 0r :井戸径 

 
透水係数は、段丘堆積物であるきれいな砂等が分布している仮定し、表 1.5 より 1×10-3cm/s、
影響圏半径は同様な地質分布から 50mと設定した。また、帯水層厚は、50mのボーリングを掘削
することを仮定し 48m（地下水位 GL-2m と想定）、井戸内水位は恒温層まで低下させるとして

40m、井戸径は 100mmと設定した。 
 

表-1 透水係数の例 

 
（資料：「地下水工学」河野伊一郎） 

  
表-2 影響圏半径の例 

 
(資料：「根切り工事と地下水-調査・設計から施工まで-」(社)地盤工学会 ) 
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以上の条件で揚水可能な地下水は、約 192L/min(0.0036m3/s)となった。 
湯野川温泉周辺において、井戸干渉を避けるために影響圏半径の 50m 以上離して設置する必要
があること、設置可能な場所（市の用地）等を考慮すると、設置可能本数は 3 本程度になると考
える。源泉の周辺は源泉量の枯渇が懸念されるため、避けることとすると、濃々園の敷地内、

濃々園の駐車場、ガラスハウス周辺が候補となる。 
3本設置した場合の揚水量は、576L/minとなる。 
 

(4) ポテンシャル量の算定 

むつ市の月平均気温、地下水との温度差およびポテンシャル量は、表-3 に示すとおりである。
ポテンシャル量については、年間を通して試算した揚水量（576L/min）が揚水可能として算出し
た。 
なお、利用可能量はポテンシャルと同様と考えられる。 
 
 

表-3 むつ市における月平均気温、地下水との温度差およびポテンシャル量 

月 平均気温 
（℃） 

温度差 
（℃） 

ポテンシャル量 
kcal/y 

1月 -0.99 11.99 308,294,554 

2月 -1.00 12.00 278,691,840 

3月 2.16 8.84 227,299,738 

4月 7.63 3.37 83,856,384 

5月 12.18 1.18 30,340,915 

6月 16.16 5.16 128,397,312 

7月 19.42 8.42 216,500,429 

8月 21.43 10.43 268,182,835 

9月 18.27 7.27 180,900,864 

10月 12.72 1.72 44,225,741 

11月 6.72 4.28 106,500,096 

12月 0.97 10.03 257,897,779 

2,131,088,486 
合計 － － 

2,131Gcal/y 
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参考資料 6 ヒアリング結果 
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むつ市温泉熱利用ポテンシャル調査事業 

－ 東北大学 新妻教授 セカンドオピニオン メモ - 
 

平成 23年 3月 9日（木） 
東北大学 新妻研究室   
13時 55分～15時 10分 

 

東北大学大学院環境科学研究科 新妻 弘明 教授 

 

事務局 

パシフィックコンサルタンツ株式会社 地盤技術部 柴田 悟 
パシフィックコンサルタンツ株式会社 施設エンジニアリング部 小野 弘臣  
パシフィックコンサルタンツ株式会社 環境部 柴崎 宏一郎 
 

エネルギー利用について 

・ 本調査では温泉熱をターゲットとしているようだが、エネルギーを限定する理由は無い。供給

サイドの人の都合で設定するだけであり、需要側から考えれば多様で良いのではないか。今回

の調査では、最終的に地中熱、森林資源などにも言及され、提案されているところは良いであ

ろう。欲を言えば、「熱搬送などにポンプを動かす」、「その電力もクリーンエネルギーで使

う」、「余剰の電力は熱で使う」などの考えもある。 
・ 電気を電気として使うのではなく、電気を熱として利用するなどの視点が必要である。 
・ 地域エネルギーを使うには、自然現象としての原理原則に従うのが良い。 
・ 太陽光や小水力の活用も視野に入れて検討してみるのもおもしろいのではないか。 
 

事業展開について 

・ 再生可能エネルギーは、経済的側面からの事業にはなりにくいのが現実である。そのため、地

域の人たちが真剣に考え、やる気を醸成させていくことが重要である。そのためには地域協議

会などの活用も考えておくと良い。 
・ 事業を構成するどこかの部分が欠落すると、事業が破綻する懸念もある。継続させるためには

経済的価値だけでなく、市場の外部的価値を探る必要がある。金に変えられない価値を事業の

中に見出すことが、成功のポイントになるのではないか。むつ市で検討されている地域会社は、

社会的企業との位置づけであるが、地域の皆さんの方向性を指し示す役割としてよいのではな

いか。 
・ 地域の要衝部分を点で押さえるのでなく、地域を丸ごと動かすのがよい。そのためには、（今

年度発掘した）地域の人的資源などが地域の核として活躍してもらうべきである。何かを始め

ようとする場合には、どこにでは異を唱える人がいることもある。そのときには外部のメンバ

ーでなく、内部のメンバーが動く必要がある。 
・ 今年度の調査では、比較的マクロな課題を提示されているが、（事業化段階では）具体の集落

ごとに誰が主体となり、それぞれにどのようなメリット（収益を含め）が生まれるのか、など
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を示す必要がある。次のステップでは、具体に誰が動けるか、地元を動かす仕組みを構築する

ところにコストをかける必要がある。 
・ むつ市全体で経済効果○億円と言っても、住民各個人はまったく関係ないと受け取る。CO2 削

減効果が高くても、住民には何のメリットもない。 
・ むつ市全域というマクロな単位ではなく、各集落の主体が重要であり、誰が何を、どのように

するか、という具体的な行動を自発的にするようにならないと、継続性がないものとなる。 
・ コンサルの役割としては、コンサル自身が動くのではなく、地元の人たちが自発的に、かつ、

継続的にやる気になるようなサポートが重要である。 
 

エネルギーの表記について 

・ エネルギーの単位については、Gcal、GJ などの工学的表記もあるが一般向けには、直感的に
理解しやすい単位を用いたほうが良いのではないか。 

・ 例えば、CO2 削減効果について、ドラム缶○本分とか樹木○本分とか示すと、一般の人もイメ

ージできる。 
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参考資料 7 キャッシュフローの計算 
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\
3
,5
3
4

\
3
,5
4
3

\
3
,5
5
1

\
3
,5
6
0

\
3
,5
6
9

\
3
,5
7
7

\
4
,1
9
5

\
4
,1
9
5

\
4
,1
9
5

\
4
,1
9
5

\
4
,1
9
5

\
4
,1
9
5

\
4
,1
9
5

内
訳

法
人
税

2
7
.3
7
%

\
2
,3
5
5

\
2
,3
6
1

\
2
,3
6
7

\
2
,3
7
3

\
2
,3
7
8

\
2
,3
8
4

\
2
,3
9
0

\
2
,3
9
6

\
2
,8
0
9

\
2
,8
0
9

\
2
,8
0
9

\
2
,8
0
9

\
2
,8
0
9

\
2
,8
0
9

\
2
,8
0
9

道
府
県

民
税

1
.3
7
%

\
1
1
8

\
1
1
8

\
1
1
8

\
1
1
9

\
1
1
9

\
1
1
9

\
1
2
0

\
1
2
0

\
1
4
1

\
1
4
1

\
1
4
1

\
1
4
1

\
1
4
1

\
1
4
1

\
1
4
1

市
町
村

民
税

3
.3
7
%

\
2
9
0

\
2
9
1

\
2
9
1

\
2
9
2

\
2
9
3

\
2
9
4

\
2
9
4

\
2
9
5

\
3
4
6

\
3
4
6

\
3
4
6

\
3
4
6

\
3
4
6

\
3
4
6

\
3
4
6

事
業
税

8
.7
6
%

\
7
5
4

\
7
5
6

\
7
5
7

\
7
5
9

\
7
6
1

\
7
6
3

\
7
6
5

\
7
6
7

\
8
9
9

\
8
9
9

\
8
9
9

\
8
9
9

\
8
9
9

\
8
9
9

\
8
9
9

F
：

(千
円
）

\
5
,0
8
8

\
5
,1
0
1

\
5
,1
1
3

\
5
,1
2
6

\
5
,1
3
8

\
5
,1
5
1

\
5
,1
6
3

\
5
,1
7
6

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

G
：

(千
円
）

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
1
,5
1
1

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

H
：

(千
円
）

\
6
,5
9
9

\
6
,6
1
2

\
6
,6
2
4

\
6
,6
3
7

\
6
,6
4
9

\
6
,6
6
2

\
6
,6
7
4

\
6
,6
8
7

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

\
6
,0
6
9

　
支
出
モ
デ
ル

収
入
合
計

　
評
価
指
標

初
期
投
資
合
計

　
初
期
投
資

　
収
入
モ
デ
ル

減
価
償
却
費
足
し
戻

し
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

支
出
合
計

税
引
き
前
利
益

法
人
税
等

税
引
き
後
利
益
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試
算

ケ
ー
ス
：
自

家
利

用
新

設
ハ

ウ
ス
大

規
模

c
as
e
-1
-2
-1
-2

農
業

者
の

ハ
ウ
ス
利

用
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書

項
目

建
設
前

1
年
目

2
年
目

3
年

目
4
年
目

5
年
目

6
年
目

7
年
目

8
年

目
9
年
目

1
0
年
目

1
1
年
目

1
2
年
目

1
3
年

目
1
4
年
目

1
5
年
目

　
　
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
(千

円
）

\
-
2
7
,0
8
9

\
7
,0
9
7

\
7
,1
2
5

\
7
,1
5
3

\
7
,1
8
1

\
7
,2
0
9

\
7
,2
3
7

\
7
,2
6
5

\
7
,2
9
3

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

N
P
V
（
正

味
現

在
価

値
）
（
千

円
）

\
4
7
,2
3
3

投
資

回
収

年
数

4
年

目
IR
R
（
内

部
収

益
率

）
2
4
.9
%

A
：

(千
円
）

\
2
7
,0
8
9

1
【
設
計
費

】
\
0

2
【
設
備
費

】
\
2
7
,0
8
9

【
ハ
ウ
ス
：
既
設
】
大
規
模

(1
0
棟
分

)
\
1
5
,0
0
0

【
ポ
ン
プ
類
】

\
8
1
2

【
工
事
費

】
\
1
1
,2
7
7

B
：

(千
円
）

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

4
【
イ
チ
ゴ
促
成
栽
培
】

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

\
1
4
,7
9
0

C
：

(千
円
）

\
6
,6
9
0

\
8
,5
1
4

\
8
,4
6
7

\
8
,4
1
9

\
8
,3
7
2

\
8
,3
2
4

\
8
,2
7
7

\
8
,2
3
0

\
8
,1
8
2

\
4
,7
9
6

\
4
,7
9
6

\
4
,7
9
6

\
4
,7
9
6

\
4
,7
9
6

\
4
,7
9
6

\
4
,7
9
6

6
【
維
持
管

理
費
】

1
.5
%

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

\
4
0
6

7
【
流
通
費

、
肥
料
・
種
等
費
】

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

\
2
,8
8
0

8
【
設
備
管

理
費
】

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

\
1
,0
0
0

9
【
光
熱
水

費
】

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

\
4
2
8

1
0
【
保
険
料

】
0
.3
%

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

\
8
1

11
【固

定
資

産
税
】

1.
4%

\
33
2

\
28
4

\
23
7

\
19
0

\
14
2

\
95

\
47

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

1
2
【
減
価
償

却
費
】

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

D
：

(千
円
）

\
6
,2
7
6

\
6
,3
2
3

\
6
,3
7
1

\
6
,4
1
8

\
6
,4
6
6

\
6
,5
1
3

\
6
,5
6
0

\
6
,6
0
8

\
9
,9
9
4

\
9
,9
9
4

\
9
,9
9
4

\
9
,9
9
4

\
9
,9
9
4

\
9
,9
9
4

\
9
,9
9
4

E
：

\
2
,5
6
5

\
2
,5
8
4

\
2
,6
0
4

\
2
,6
2
3

\
2
,6
4
3

\
2
,6
6
2

\
2
,6
8
1

\
2
,7
0
1

\
4
,0
8
5

\
4
,0
8
5

\
4
,0
8
5

\
4
,0
8
5

\
4
,0
8
5

\
4
,0
8
5

\
4
,0
8
5

内
訳

法
人
税

2
7
.3
7
%

\
1
,7
1
8

\
1
,7
3
1

\
1
,7
4
4

\
1
,7
5
7

\
1
,7
7
0

\
1
,7
8
3

\
1
,7
9
6

\
1
,8
0
9

\
2
,7
3
5

\
2
,7
3
5

\
2
,7
3
5

\
2
,7
3
5

\
2
,7
3
5

\
2
,7
3
5

\
2
,7
3
5

道
府
県

民
税

1
.3
7
%

\
8
6

\
8
7

\
8
7

\
8
8

\
8
9

\
8
9

\
9
0

\
9
1

\
1
3
7

\
1
3
7

\
1
3
7

\
1
3
7

\
1
3
7

\
1
3
7

\
1
3
7

市
町
村

民
税

3
.3
7
%

\
2
1
2

\
2
1
3

\
2
1
5

\
2
1
6

\
2
1
8

\
2
1
9

\
2
2
1

\
2
2
3

\
3
3
7

\
3
3
7

\
3
3
7

\
3
3
7

\
3
3
7

\
3
3
7

\
3
3
7

事
業
税

8
.7
6
%

\
5
5
0

\
5
5
4

\
5
5
8

\
5
6
2

\
5
6
6

\
5
7
1

\
5
7
5

\
5
7
9

\
8
7
5

\
8
7
5

\
8
7
5

\
8
7
5

\
8
7
5

\
8
7
5

\
8
7
5

F
：

(千
円
）

\
3
,7
1
1

\
3
,7
3
9

\
3
,7
6
7

\
3
,7
9
5

\
3
,8
2
3

\
3
,8
5
1

\
3
,8
7
9

\
3
,9
0
7

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

G
：

(千
円
）

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
3
,3
8
6

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

H
：

(千
円
）

\
7
,0
9
7

\
7
,1
2
5

\
7
,1
5
3

\
7
,1
8
1

\
7
,2
0
9

\
7
,2
3
7

\
7
,2
6
5

\
7
,2
9
3

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

\
5
,9
0
9

減
価
償
却
費
足
し
戻

し
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

支
出
合
計

税
引
き
前
利
益

法
人
税
等

税
引
き
後
利
益

　
支
出
モ
デ
ル

収
入
合
計

　
評
価
指
標

初
期
投
資
合
計

　
初
期
投
資

　
収
入
モ
デ
ル
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試
算

ケ
ー
ス
：
地

域
企

業
既

設
ハ

ウ
ス
単

体
c
as
e
-2
-1
-1
-1

地
域

企
業

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書

項
目

建
設
前

1
年
目

2
年
目

3
年

目
4
年
目

5
年
目

6
年
目

7
年
目

8
年

目
9
年
目

1
0
年
目

1
1
年
目

1
2
年
目

1
3
年

目
1
4
年
目

1
5
年
目

　
　
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
(千

円
）

\
-
1
,7
2
7

\
3
2
8

\
3
2
9

\
3
3
1

\
3
3
3

\
3
3
5

\
3
3
7

\
3
3
8

\
3
4
0

\
2
5
2

\
2
5
2

\
2
5
2

\
2
5
2

\
2
5
2

\
2
5
2

\
2
5
2

N
P
V
（
正

味
現

在
価

値
）
（
千

円
）

\
1
,6
2
4

投
資

回
収

年
数

6
年

目
IR
R
（
内

部
収

益
率

）
1
6
.4
%

A
：

(千
円
）

\
1
,7
2
7

1
【
設
計
費

】
\
0

2
【
設
備
費

】
\
1
,7
2
7

【
ハ
ウ
ス
設
置
】

\
0

【
ポ
ン
プ
類
】

\
1
1
6

【
工
事
費

】
\
1
,6
1
1

B
：

(千
円
）

\
6
0
0

\
6
0
0

\
6
0
0

\
6
0
0

\
6
0
0

\
6
0
0

\
60
0

\
60
0

\
60

0
\
60
0

\
60
0

\
60
0

\
60
0

\
60

0
\6
0
0

4
【
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
設
備
サ
ー
ビ
ス
料
】

\
6
0
0

\
6
0
0

\
6
0
0

\
6
0
0

\
60
0

\
60
0

\
60
0

\
60
0

\
60
0

\
60

0
\
60
0

\
60
0

\6
00

\
60
0

\
60

0
\
60
0

C
：

(千
円
）

\
2
9
5

\
4
1
1

\
4
0
8

\
4
0
5

\
4
0
2

\
3
9
9

\
3
9
6

\
3
9
3

\
3
9
0

\
1
7
4

\
1
7
4

\
1
7
4

\
1
7
4

\
1
7
4

\1
7
4

\1
7
4

6
【
維
持
管

理
費
】

1
.5
%

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

\
2
6

8
【
設
備
管

理
費
】

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
0
0

\
1
00

\1
0
0

\1
0
0

9
【
光
熱
水

費
】

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

\
4
3

10
【保

険
料

】
0
.3
%

5
\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

\
5

11
【固

定
資

産
税
】

1.
4%

\
21

\
18

\
15

\
12

\
9

\
6

\
3

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

12
【減

価
償

却
費
】

\
21
6

\
21
6

\
21
6

\
21
6

\
21
6

\
21
6

\
21
6

\
21
6

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

\
0

D
：

(千
円
）

\
1
8
9

\
1
9
2

\
1
9
5

\
1
9
8

\
2
0
1

\
2
0
4

\
20
7

\
21
0

\
42

6
\
42
6

\
42
6
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